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先
日
、
約
１
０
数
年
間
酷
使
し
て
い
る
「
Ｃ
Ｄ
／
Ｍ
Ｄ
／
カ
セ
ッ
ト
・
Ａ
Ｍ
／
Ｆ

Ｍ
コ
ン
ポ
」
が
壊
れ
た
。
音
響
機
器
の
故
障
な
ん
て
通
常
考
え
ら
れ
な
い
が
、
原
因

は
案
の
定
「
５
連
奏
Ｃ
Ｄ
の
駆
動
装
置
」
で
あ
っ
た
・
・
・
・
所
謂
機
械
的
な
故
障

で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
に
送
っ
て
修
理
を
依
頼
し
た
ら
見
事
に
回
復
し
た
。
顧
み
れ
ば
、

５
連
奏
の
Ｃ
Ｄ
ス
テ
レ
オ
は
都
合
２
台
に
わ
た
り
約
３
０
年
以
上
お
世
話
に
な
っ
て

い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
５
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
、
ラ
ン
ダ
ム
演
奏
で
聴
く
の
が

僕
の
流
儀
だ
っ
た
せ
い
で
、
一
枚
ず
つ
Ｃ
Ｄ
を
入
れ
替
え
な
が
ら
の
オ
ー
デ
ィ
オ
生

活
は
何
故
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
・
・
・ 

さ
て
新
し
い
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
の
新
製
品
を
あ
れ
こ
れ
物
色
し
て
い
る
と
、
最
近

の
オ
ー
デ
ィ
オ
環
境
も
随
分
と
変
貌
を
遂
げ
、
今
や
多
く
の
音
楽
は
Ｍ
Ｐ
３
音
楽
フ

ァ
イ
ル
に
変
換
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
メ
デ

ィ
ア
を
使
っ
た
新
し
い
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
類
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
の
に
気
が
付
い

た
。
音
楽
ま
で
も
が
着
実
に
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
へ
の
道
を
驀
進
し
て
い
る
。 

早
速
新
し
く 

［
ケ
ン
ウ
ッ
ド
Ｃ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ス
テ
ム
］ 

を
購
入
し
た
。
小
型
の
コ
ン
ポ
だ
が
充
実
し
た
性
能
に
は
舌
を
巻
く
。
ス
ピ
ー
カ
ー

が
小
さ
い
と
思
っ
て
、
別
の
「
３
・
１
サ
ラ
ウ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
」
に
転

送
し
て
聴
い
て
い
る
。
こ
れ
に
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
（
又
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）
を
挿
入
し
て
お
け
ば
、

数
千
曲
以
上
の
音
楽
フ
ァ
イ
ル
の
連
続
・
ラ
ン
ダ
ム
再
生
も
可
能
と
な
り
、
Ｃ
Ｄ
の

５
連
奏
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
く
な
っ
た
。
一
方
Ｆ
Ｍ
／
Ｃ
Ｄ
／
外
部
ア
ン
プ
か
ら
の



音
楽
を
Ｓ
Ｄ
へ
コ
ピ
ー
も
可
能
で
、
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
自
分
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

が
出
来
上
が
る
。
こ
の
小
さ
な
カ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
、
僕
が
６
０
年
間
で
蒐
集
し
た

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
の
、
山
の
様
な
レ
コ
ー
ド
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｍ
Ｄ
等
と
い
う
「
音
楽
の
収
納
」
の
悩
み
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。 

 

中
学
生
の
頃
、
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
等
の
音
楽
の
魅
力
を
知
り
、

以
後
レ
コ
ー
ド
を
随
分
買
い
込
み
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
、
そ
ん
な
純
粋
な
一
昔
前

で
さ
え
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
レ
コ
ー
ド
が
チ
ェ
ン
ジ
で
き
る
あ
の
「
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ

ク
ス
」
が
我
が
家
に
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
便
利
だ
ろ
う
と
邪
悪
な
夢
を
見
て
い
た
事
さ

え
あ
る
。 

僕
の
場
合
は
、
言
う
な
れ
ば
、
セ
ッ
カ
チ
（
時
間
に
厳
格
？
）
と
面
倒
臭
が
り
（
合

理
的
な
行
動
？
）
の
「
オ
ー
デ
ィ
オ
少
年
」
で
、
按
摩
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
一
歩
た

り
と
も
動
か
ず
、
リ
モ
コ
ン
を
握
り
し
め
、
音
量
や
プ
リ
セ
ッ
ト
の
Ｆ
Ｍ
の
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
は
勿
論
の
事
、
カ
セ
ッ
ト
や
Ｍ
Ｄ
や
５
枚
の
Ｃ
Ｄ
演
奏
も
全
て
リ
モ
コ
ン
で

の
選
択
操
作
・
・
・
と
い
う
具
合
な
の
で
、
卑
し
く
も
神
聖
な
る
「
オ
ー
デ
ィ
オ
マ

ニ
ヤ
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
と
は
全
く
思
っ
て
も
い
な
い
。 

本
来
の
正
統
な
オ
ー
デ
ィ
オ
の
楽
し
み
方
は
、
心
静
か
に
・
お
も
む
ろ
に
レ
コ
ー

ド
や
Ｃ
Ｄ
を
収
納
ラ
ッ
ク
か
ら
１
枚
取
り
出
し
・
ク
リ
ー
ナ
ー
で
ま
ず
掃
除
し
・
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
・
静
か
に
演
奏
を
始
め
る
・
・
・
と
い
っ
た
「
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
作
り
こ
そ
が
大
事
な
オ
ー
デ
ィ
オ
鑑
賞
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
。

そ
う
い
え
ば
、
僕
ら
の
ご
同
輩
に
は
、
聞
く
と
こ
ろ
結
構
本
格
的
な
「
オ
ー
デ
ィ
オ



マ
ニ
ヤ
」
達
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、
ア
ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト
に
凝
り
「
微

妙
な
音
質
の
違
い
」
だ
と
か
「
デ
ジ
タ
ル
よ
り
レ
コ
ー
ド
針
で
聞
く
ア
ナ
ロ
グ
の
音

の
方
が
・
・
・
」
と
い
う
プ
ロ
並
み
の
世
界
も
あ
る
よ
う
だ
が
・
・
・
・
・
。 

早
速
、
手
持
ち
の
想
い
出
深
い
１
０
０
枚
近
い
Ｃ
Ｄ
の
全
曲
（
１
４
０
０
曲
）
を

１
枚
の
Ｓ
Ｄ
（
８
Ｇ
Ｂ
）
に
移
設
し
終
え
た
。
他
に
レ
コ
ー
ド
・
カ
セ
ッ
ト
も
山
の

よ
う
に
有
る
が
、
残
念
な
事
に
音
質
低
下
が
あ
り
、
断
念
し
た
。 

さ
て
そ
の
次
は
、
今
迄
僕
の
琴
線
を
震
わ
せ
た
数
々
の
懐
か
し
い
曲
・
・
小
学
生

時
代
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
新
鮮
な
歌
謡
曲
・
・
中
学
生
の
思
春
期
の
心
を
騒
が
せ

た
ポ
ッ
プ
ス
・
ジ
ャ
ズ
曲
の
数
々
・
・
高
校
時
代
二
台
の
ラ
ジ
オ
を
部
屋
の
左
右
に

並
べ
て
必
死
で
聴
い
た
ス
テ
レ
オ
放
送
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
数
々
・
・
大
学
時
代
泣

け
な
し
の
小
遣
い
で
見
入
っ
た
映
画
の
忘
れ
ら
れ
な
い
音
楽
・
・
こ
れ
ら
の
曲
を
ネ

ッ
ト
情
報
か
ら
（
改
め
て
１
曲
ず
つ
取
り
込
み
、
ひ
と
月
か
け
て
約
７
０
０
曲
近
く

に
も
な
っ
た
が
、
１
枚
の
Ｓ
Ｄ
（
４
Ｇ
Ｂ
）
に
収
め
た
。 

「
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
」
の
人
智
を
超
え
た
記
憶
力
、「
Ｓ
Ｄ
コ
ン
ポ
」
の
超
便
利
さ
・
・

と
い
う
、
僕
た
ち
の
若
い
頃
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
将
に
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」
に
ア

ナ
ロ
グ
少
年
は
唯
々
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
、
瞬
く
間
に
２
０
０
０
曲
の
マ
イ
ア
ル
バ

ム
が
完
成
し
た
。 

聴
き
た
い
曲
目
を
狙
い
撃
ち
に
し
て
聴
く
の
も
良
い
が
、
僕
の
血
肉
と
な
っ
た
こ

れ
ら
２
０
０
０
曲
を
ラ
ン
ダ
ム
演
奏
で
聴
く
の
も
良
い
。
予
期
せ
ぬ
懐
か
し
い
曲
が

突
然
脳
内
に
響
き
、
し
ば
ら
く
眠
っ
て
い
た
昔
の
記
憶
の
ス
イ
ッ
チ
が
Ｏ
Ｎ
！
に
な



る
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
を
味
わ
う
の
も
退
化
を
始
め
た
脳
へ
の
良
き
刺
激
に
な
っ

て
、
又
一
興
で
あ
る
・
・
・
。 

 

半
日
按
摩
椅
子
に
座
り
、 

林
伊
佐
緒
「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
夜
」
→
バ
ッ
ハ
「
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
」
→
森
山
良
子
「
セ
フ
ィ

ニ
」
→
シ
ョ
パ
ン
「
幻
想
即
興
曲
」
→
ナ
ッ
ト
キ
ン
グ
コ
ー
ル
「
キ
サ
ス 

キ
サ
ス 

」
→
船
村
徹

「乱
れ
髪
」→
グ
リ
ー
グ
「ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェル
ト
」
→
稲
垣
潤
一
「ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
イ
ン
」→

ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
ン
舞
曲
」
→
ア
ダ
モ
「
雪
が
降
る
」
→
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
バ
イ
オ

リ
ン
コ
ン
チ
ェル
ト
」→
山
下
達
郎
「ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
」→
ヘ
ン
デ
ル
「水
上
の
音
楽
」→
ゴ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ザ
ー
「
愛
の
テ
ー
マ
」
→
福
田
蘭
童
「
笛
吹
童
子
」
→
朝
な
夕
な
「
真
夜
中
の
ブ
ル
ー

ス
」
→
「
春
の
海
」
宮
城
道
雄
・
シ
ュ
メ
エ
→
ス
メ
タ
ナ
「
モ
ル
ダ
ウ
」
→
地
獄
の
黙
示
録
「
ワ
ル

キ
ュ
ー
レ
」
→
リ
ス
ト
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
２
番
」
→
松
島
詩
子
「
マ
ロ
ニ
エ
の
木
陰
」
→
シ
ベ

リ
ウ
ス
「フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」 

・・・ 

 

 



 

恐
ら
く
数
年
間
は
飽
き
る
事
の
な
い
約
２
０
０
０
曲
の
ラ
ン
ダ
ム
演
奏
、
僕
の
手

造
り
の
シ
ナ
リ
オ
と
悪
魔
の
演
出
に
よ
る
「
古
い
記
憶
の
蘇
生
ド
ラ
マ
」
に
浸
る
事

が
出
来
る
何
年
か
先
、「
脳
梗
塞
－
認
知
症
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
僕
を
蘇
生
さ
せ
ら

れ
る
の
は
こ
の
小
さ
な
「
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
」
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
と
妻
に
は
言
い
渡

し
て
あ
る
。 

我
ら
が
同
輩
の
本
格
的
な
「
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ヤ
」
の
皆
さ
ん
と
は
別
次
元
の
話

で
、
ド
ー
モ 

ス
ミ
マ
セ
ン
。 

  


